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人権強調月間

あいおいえんじぇるず
まちのできごと

８
Ａｕｇｕsｔ　２０１９

No. １０９９

　 はじける笑顔と水しぶき　～中央幼稚園～



「広げよう　あいさつの輪　自分から」

一人ひとりを大切に　
　　　育てよう人権意識

～人権尊重に向けた取組みの紹介～

具体的にどんなことが人権問題なの？

　日常生活のそれぞれの場面で本人の努力によってどうすること
もできない事柄により不利益な扱いをして自由や権利を無視して
はいけません。

８月は人権強調月間

　兵庫県では８月に「人権文化をすすめる県民運動」を推進しています。これは、
県民一人ひとりがお互いの人権を尊重する感性を育み、日常生活の中で人権尊重
を自然に態度や行動として表すことが文化として定着している社会をめざす取組
みです。　  
　この機会に家族や地域全体で「人権」について考え、一人ひとりが人権を尊重
することの重要性を正しく認識し、他人の人権にも十分配慮した行動をとること
ができるように、思いやりの心・相手に寄り添う心を育みましょう。

高齢者福祉施設で虐待や
嫌がらせを受けている

SNS で悪口を書き込まれ
クラスメイトから

無視されている

女性というだけで同期入
社の男性と昇給等の面で

能力以上の差を感じる

盲導犬を同伴して
店に入ろうとしたら

入店を拒否された

外国人が国籍を理由に
アパートの入居を

拒否された

性同一性障害を
カミングアウトしたら

偏見の目でみられた

パートナーから
殴る・蹴るなどの暴力を

うけている

職場の特定の人だけ
上司からひどい

暴言をうけている

問人権教育推進室　☎㉓ 7145
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『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

あ
い
お
い
男
女
共
同
参
画
ね
っ
と
「
櫂
」

　
あ
い
お
い
男
女
共
同
参
画

ね
っ
と
「
櫂
」
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
推
進
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
と
し
て
平
成
14
年
９
月

に
設
立
し
、
現
在
は
９
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
学

習
会
を
実
施
し
、
知
識
向
上
と

市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
等
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　
国
が
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
と
し
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
相
生
市
で
も
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
よ

り
市
民
の
目
線
に
近
い
と
こ
ろ
で

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な

活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
沿
っ

た
形
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
尽
力
し
て
い
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
等
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
新

た
な
気
づ
き
や
人
権
感
覚
を
一
緒

に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

毎月、和気あいあいと学習会を実施

平成 29 年度男女共同参画フォーラム

グループで意見を交換

身近な出来事として真剣に話を聞く生徒たち

市
内
小
中
学
校 

ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
教
室

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
伴
い
、
誰
も
が
気

軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
情
報
機
器
の
危

険
性
に
関
す
る
知
識
の
少
な
さ

や
情
報
モ
ラ
ル
の
意
識
の
低
さ

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぎ
、
安
全
・
安
心
に
使
う
た

め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
立
大

学
の
竹た
け
う
ち内
和か
ず
お雄
准
教
授
の
指
導
の

も
と
、
同
大
学
の
学
生
が
講
師
と

し
て
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
る
生
活
の

乱
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
い
じ
め
な

ど
の
再
現
映
像
を
活
用
し
、
有
用

な
使
い
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
自
他
を

大
切
に
し
て
、
思
い
や
り
と
想
像

力
を
持
っ
て
使
用
す
る
「
賢
く
使

う
た
め
の
知
識
」を
養
い
ま
し
た
。
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「あいさつは　えがおといっしょに　わたしから」

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

　
相
生
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
人
が
病
院
で
受
診
す
る

際
に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
低

所
得
の
人
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」）
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
下
表
①
・
②
）

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
限

は
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

区
分 所得〈※ 1〉 認定書

記載表示 3 回目まで 4 回目以降

上
位
所
得
者

901 万円超 ア 252,600 円（医療費が 842,000 円を超えた
場合はその超えた分の 1％を加算） 140,100 円

600 万円超～
901 万円以下 イ 167,400 円（医療費が 558,000 円を超えた

場合はその超えた分の 1％を加算） 93,000 円

一
般

210 万円超～
600 万円以下 ウ 80,100 円（医療費が 267,000 円を超えた

場合はその超えた分の 1％を加算） 44,400 円
210 万円以下

（非課税世帯除く） エ 57,600 円

住民税非課税世帯 オ 35,400 円 24,600 円

表①【自己負担限度額（月額）▶ 70 歳未満の人】

で
、
引
き
続
き
必
要
な
人
、
ま
た
新

た
に
必
要
と
な
っ
た
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
末
ま

で
は
平
成
31
年
度
の
市
・
県
民
税
の

課
税
所
得
を
判
定
基
準
と
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
相
生
市
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、印
鑑
、

期
限
切
れ
の
認
定
証（
お
持
ち
の
人
）

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申
請
を

区分 外来 外来 + 入院（世帯単位）
現役並みⅢ

（課税所得 690 万円以上）
　　252,600 円  （医療費が、842,000 円を超えた場合は　　
　その超えた分の 1％を加算。4 回目以降は 140,100 円）

現役並みⅡ
（課税所得 380 万円以上 690 万円未満）

　　167,400 円（医療費が、558,000 円を超えた場合は　　
　その超えた分の 1％を加算。4 回目以降は 93,000 円）

現役並みⅠ
（課税所得 145 万円以上 380 万円未満）

　　80,100 円（医療費が、267,000 円を超えた場合は　　
　　その超えた分の 1％を加算。4 回目以降は 44,400 円）

一般 18,000 円  ※４ 57,600 円（4 回目以降は 44,400 円）

低所得者Ⅱ〈※ 2〉
8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ〈※ 3〉 15,000 円

表②【自己負担限度額（月額）▶ 70 歳以上 75 歳未満の人】

◆
月
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
に
計
算

（
外
来
・
入
院
別
）

◆
同
じ
月
内
に
同
一
世
帯
で
自
己
負

担
額
が
２
１
，
０
０
０
円
以
上
あ
っ

た
場
合
は
合
算
で
き
ま
す
。

〈
※
1
〉
基
準
総
所
得
額
＝
前
年
の

総
所
得
額
等–
基
礎
控
除
33
万
円

◆
月
ご
と
に
計
算
（
外
来
・
入
院
別
）

◆
病
院
・
診
療
所
・
歯
科
の
区
別
な

く
合
算
で
き
ま
す
。

〈
※
２
〉
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
人

〈
※
３
〉
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世

帯
の
各
所
得
が
０
円
と
な
る
人

市民アンケート調査を実施します

　　　　問企画広報課企画係　☎㉓ 7124　　　　

　今後のまちづくりに活かすための市民アンケート
を実施いたしますので、ご協力お願いいたします。

　■ 対象　18 歳以上の市内在住の人

　■ 人数　3,500 人（無作為抽出）

　■ 方法　配布および回収はすべて郵送

　■ 期間　8 月 14 日㈬～ 29 日㈭

（※４ 年間上限 144,000 円）

　　
百寿の祝

　久
く が

我マサ子
こ

さんが
6 月 29 日 に 百 歳 の
誕生日を迎えられま
した。おめでとうご
ざいます。

City Topics
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『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
子
育
て
元
気
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉒
７
１
７
５

■
児
童
扶
養
手
当

　
離
別
や
死
別
な
ど
に
よ
り
ひ
と
り

親
と
な
っ
た
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

▼
児
童
の
要
件

◆
父
母
が
離
婚
ま
た
は
死
亡
し
た

◆
父
ま
た
は
母
に
①
重
度
の
障
害
が

あ
る
②
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

◆
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

◆
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き

続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

◆
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し
た

▼
保
護
者
の
要
件
　

　
児
童
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
18
歳
の
誕
生
日
以
降
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
一
定
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
る
養
育
者

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

▼
児
童
の
要
件

◆
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
と
2
級
、

療
育
手
帳
A
お
よ
び
こ
れ
ら
と
同
程

度
の
障
害
が
あ
る

◆
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
と
4
級
の

一
部
、
療
育
手
帳
B
の
一
部
お
よ
び

こ
れ
ら
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る

◆
身
体
の
内
部
に
障
害
が
あ
る

▼
保
護
者
の
要
件

　
児
童
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
る
養
育
者

★
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◆
請
求
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
の
額
を
超
え
て
い
る

◆
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る

※
他
に
も
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

これらの手当は申
請により支給され
ます。要件に該当
する場合は子育て
支援係に申請して
ください。

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
人
に
、
案
内
文

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
末
ま
で
に
子
育
て
支
援
係
に

手
当
証
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え

て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
は
「
現
況
届
」
と
い
い
、

引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
次
期
手
当
の

支
給
に
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　

現
況
届
は
8
月
末
ま
で
に
提
出

問
子
育
て
元
気
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉒
７
１
７
５

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

問
子
育
て
元
気
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉒
７
１
７
５

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
の
人
に
対
し
、

令
和
元
年
度
に
臨
時
・
特
別
の
措
置

と
し
て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象

①
令
和
元
年
11
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母

②
令
和
元
年
10
月
31
日
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
法
律
婚
を
し
た
こ
と
が

な
い
者

※
支
給
対
象
者
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
給
付
額　

１
７
，
５
０
０
円
　

　　  母子家庭など特別相談事業
　　  （巡回相談）を実施します

　母子家庭（寡婦・父子家庭を含む）を対象に、
弁護士による巡回相談を実施します。お気軽にご
相談ください。
■実施日　9 月 5 日㈭
■申　込　8 月 22 日㈭までに
　　　　　　　　　子育て支援係へ

City Topics
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「あいさつは　みんなをつなぐ　心の握手」

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

■
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付

　
相
生
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
人
に
、
特

定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
個
別
健
康
診
査
受
診
対
象
者
の
人

に
は
、
８
月
下
旬
に
、「
個
別
健
診

の
お
知
ら
せ
」
と
、「
特
定
健
康
診

査
受
診
券
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
　

　
左
表
の
指
定
医
療
機
関
に
直
接
お

申
込
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実施医療機関 電話番号

ＩＨＩ播磨病院 ㉒ 0380

相生市民病院 ㉒ 7126

魚橋病院 ㉘ 1395

尾崎内科クリニック ㉔ 7070

きょう整形外科医院 ㉒ 7000

栗尾整形外科 ㉓ 6666

酒井医院 ㉒ 4970

中林内科医院 ㉓ 5003

はぎの内科クリニック  ㉔ 3333

半田クリニック ㉒ 0068

半田中央病院 ㉒ 0656

■
検
査
必
須
項
目
　
問
診
・
視
診
・

聴
診
、
身
体
測
定
（
腹
囲
含
む
）、

血
圧
、
血
中
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検

査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査

※
貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底

検
査
、血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
は
、

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
の
み

実
施
し
ま
す
。

※
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象　

40
～
74
歳
の
相
生
市
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

※
人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
康
診
査
に

申
込
済
み
の
人
は
除
く
。

個
別
健
康
診
査
の
受
診
（
無
料
）

■
受
診
期
間
　

9
月
～
翌
年
2
月
末

■
健
診
料
金　

無
料

■
受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
特
定
健
康
診

査
受
診
券

問
危
機
管
理
課　

☎
㉓
７
１
３
２

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方
が
変
わ
り
ま
す

　
住
民
が
情
報
を
直
感
的
に
理
解
で

き
る
よ
う
、
避
難
情
報
を
５
段
階
の

警
戒
レ
ベ
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
災
害
に
関
す
る
情
報
に
は

５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
」
が

付
与
さ
れ
た
情
報
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。

警戒レベル
市 が 発 令

する
避難情報

とるべき行動

警戒レベル５
【災害発生】

災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動を！

警戒レベル４
【全員避難】

避難指示
（緊急）
避難勧告

速やかに避難先へ避難。
※公的な避難場所までの移動が危険と
思われる場合は近くの安全な場所や自
宅内のより安全な場所に避難。

警戒レベル３
【 高 齢 者 等 は

避難】

避難準備
高齢者等
避難指示

避難に時間を要する人は避難。
その他の人は避難の準備を整える。

警戒レベル２ 避難行動の確認。

警戒レベル１ 心構えを高める。

　「
警
戒
レ
ベ
ル
３
か
ら
５
」
は
相

生
市
が
発
令
し
ま
す
が
、「
警
戒
レ

ベ
ル
５
」
は
す
で
に
災
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。「
警
戒
レ
ベ
ル

３
、４
」
は
避
難
情
報
に
な
り
ま
す

の
で
市
の
発
令
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
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『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

問
市
民
課
市
民
係　

☎
㉓
７
１
２
９

本
人
通
知
制
度
の
登
録
を
！

　
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明

書
を
、
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
場
合
に
、
事
前
に
登
録
を
し
た
人

に
対
し
て
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

■
事
前
登
録
が
で
き
る
人　

相
生
市
に
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
が
あ

る
人

■
登
録
に
必
要
な
も
の
　

登
録
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
旅
券
な
ど
）、
印
鑑

■
本
人
通
知
の
内
容
　

①
交
付
年
月
日
②
交
付
証
明
書
の
種

別
③
交
付
通
数
④
交
付
請
求
者
の
種

別{

本
人
の
代
理
請
求
、
第
三
者
請

求
（
個
人
・
法
人
・
八
士
業
）}

の

4
項
目

　

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４

ア
イ
ア
イ
コ
ー
ル
事
業
の
ご
案
内

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体

障
害
者
の
人
が
、
家
庭
内
で
緊
急
事

態
が
発
生
し
た
場
合
に
ボ
タ
ン
一
つ

で
受
信
セ
ン
タ
ー
（
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
）
へ
連
絡
が
で
き
、
速
や
か
に

対
象
者
の
救
護
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
緊
急
通
報
機
器
を
貸
与
し
ま
す
。

■
対
象
者　

概
ね
65
歳
以
上
の
援
護

を
要
す
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
。

身
体
障
害
者
１
・
２
級
に
該
当
す
る

人
の
み
の
世
帯
。

■
申
請
方
法
　
２
名
以
上
の
緊
急
補

助
員
の
承
諾
書
と
併
せ
て
申
請
書

（
印
鑑
要
）
を
長
寿
福
祉
室
に
提
出
。

状
況
確
認
な
ど
を
行
い
、
後
日
貸
与

の
可
否
を
決
定
し
、
郵
送
で
通
知
。

■
利
用
料
金
　
１
２
，０
０
０
円（
税
抜
）

（
設
置
費
用
）。
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
不
要
。

西
播
磨
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ー
ド
を
配
布

　
9
月
の
敬
老
月
間
中
に
、
西
播
磨

地
域
の
文
化
施
設
な
ど
に
無
料
で
入

場
で
き
る
「
西
播
磨
レ
イ
ン
ボ
ー

カ
ー
ド
（
姫
路
市
発
行
）」
を
配
布

し
ま
す
。
※
9
月
中
の
み
使
用
可

■
対
象
　

8
月
31
日
現
在
、
満
65
歳

以
上
の
人
（
昭
和
29
年
9
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
※
既
に
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
人
は
、
今
年
度
も
お
持

ち
の
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
配
布
期
間
　

8
月
13
日
㈫
～
9
月

30
日
㈪
8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
、

日
・
祝
日
は
除
く
）

■
配
布
場
所

　
長
寿
福
祉
室

市町名 施設名

姫路市

姫路城・動物園・水族館・好古園・美
術館（常設展）・姫路文学館（常設展）・
名古山霊苑仏舎利塔・手柄山温室植物
園・平和資料館・姫路科学館（常設展）・
書写の里美術工芸館

たつの市
歴史文化資料館・霞城館・うすくち龍
野醤油資料館・室津民俗館・室津海駅
館・埋蔵文化センター（企画展示）

赤穂市 歴史博物館・海洋科学館・民俗資料館・
田渕記念館

太子町 歴史資料館

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４

※
運
転
免
許
証
な
ど
、
生
年
月
日
が

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
場
合
は
ご
本
人
の
も
の
）

敬
老
祝
金
（
人
生
こ
れ
か
ら
手
当
）
を
贈
呈

　
9
月
15
日
現
在
で
喜
寿
（
77
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
人
（
昭
和
16
年
9
月

17
日
～
昭
和
17
年
9
月
16
日
生
ま
れ

の
人
）
に
、
9
月
18
日
㈬
に
敬
老
祝

金
1
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
贈
呈
場
所
、
時
間

な
ど
を
記
載
し
た
案
内
書
を
9
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４
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「あいさつで　広がる笑顔　つながる心」

　第 22 回相生市長旗争奪戦大会が開催され、県内外から
16 チームが参加し、熱戦を繰り広げました。市内から出
場した兵庫相生クラブは、準優勝をおさめました。観客か
らの大きな声援をうけて、選手たちはチーム一丸となり練
習の成果を発揮しました。

一球入魂！7/13.15

　扶桑電通なぎさホール
で BRACK BOTTOM BRASS 
BAND（ブラック・ボトム・
ブラス・バンド）の迫力あ
る演奏が行われました。ゲ
ストに綾戸智恵さんをお迎
えして、ファンキーでパワ
フルな JAZZ セッションで
観客を魅了し、会場は盛り
上がりました。

まちの

で
き
ご

と

　扶桑電通なぎさホールで男女共同参画フォーラムが
開催されました。いすに座ったリズム体操では、両手
を使うことで脳が活性化され老化防止や健康になりま
す。参加者は講師の指導に笑い声を上げながら必死に
体を動かしていました。

いつまでも健康であるために6/30

音楽で元気に
6/23

　第 42 回相高祭が開催され、相生市・赤穂健康福祉事務所・
相生市いずみ会・食と農を守るかあちゃんず・消費生活研究会
が参加しました。各々のブースでは、飲料の糖度展示や特産品
の試食による食育ＰＲまた、ピンクッション作りなど多くの人
で賑わっていました。

相高祭と地域のコラボ6/22
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『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

　海岸を清掃する「リフレッシュ瀬戸内」イベントに
合わせて、鰯浜海岸でヒラメの稚魚放流が行われまし
た。約 3 ｔのゴミを回収したあと、豊かな海になるよ
う願いを込めて、里海クラブ員 21 人が稚魚を放流し、
元気に海へ泳ぎだすヒラメを見送りました。

相生湾を守ろう7/6
　矢野町の特産品「矢野メロン」の収穫・販売が始まり
ました。網が細かく上品な甘さが特徴で、釜地秀徳さん
のビニールハウスでは約 900 株に美味しそうなメロンが
なっていました。釜地みゆきさんは、「子育てより大変で
す」と愛情いっぱいでした。

緑色の宝石6/24

　相生幼稚園の児童 9 人が地域の銭湯「都湯」へ体験
入浴に行きました。経営者の宮

み や ざ き

崎一
か ず い ち

一さんからマナー
を聞き、いざ入浴！みんなできれいに体を洗い、湯船
につかると「お風呂最高～」と大きな声が響きました。

いい湯だな～7/12
　若狭野町野々で第 16 回どろんこフェスティバルがあ
り、参加者はどろんこフラッグスや泥そりレース、ど
ろんこ障害物などを楽しみました。大人から子どもま
で笑顔で泥にまみれ自然を体感していました。

泥だらけで笑顔7/14

　食と農を守るかあちゃんずが今年から新しいむき機を
使って「相生野瀬かんぴょう」の加工に取組んでいます。
大きい夕顔の実をむくとあっという間に、綺麗な白色の
長～いかんぴょうの元が出来上がりました。

かんぴょう剥き7/12
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催
し
・
講
座

募
　
　
集

自
衛
官
な
ど

　
　

問
自
衛
隊
相
生
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
２
７
５
０

▼
募
集
項
目
・
受
付
期
間

◆
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生

9
月
6
日
㈮
ま
で

◆
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

9
月
13
日
㈮
ま
で

◆
自
衛
官
候
補
生
　
通
年

▼
応
募
方
法
　
募
集
要
項
な
ど

を
自
衛
隊
相
生
地
域
事
務
所
に

請
求
し
、
志
願
票
・
受
験
票
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
資
格
等
詳
細
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員

　

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

　
令
和
２
年
成
人
式
を
企
画
・

運
営
す
る
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
令
和
２
年
成
人
式
該

当
者
（
平
成
11
年
4
月
2
日
～

平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼
申
込
　

8
月
30
日
㈮
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
成
人

式
に
対
す
る
ご
意
見
を
記
入
の

う
え
、
生
涯
学
習
課
へ
郵
送

（
〒
６
７
８
―
０
０
４
１
　
相

生
市
相
生
6
丁
目
1
番
地
1
）

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時
　

9
月
10
日
㈫
13
時
30
分

▼
場
所
　
相
生
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

播
磨
西
く
す
の
木
学
級
相
生
教
室

　

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

℻
㉓
７
１
７
５

　
西
播
磨
の
聴
覚
障
害
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
「
と
も
に
学
び
、

と
も
に
助
け
合
い
、
と
も
に
生
き

る
喜
び
」
を
創
造
す
る
く
す
の
木

学
級
を
、
10
月
5
日
㈯
か
ら
開
催

し
ま
す
。

▼
申
込
　
８
月
30
日
㈮
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

問
環
境
課
管
理
係
☎
㉓
７
１
３
１

　
暑
さ
に
注
意
し
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

　
冷
房
の
調
整
、
不
要
な
照
明

の
消
灯
、
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

参
加
費
の
記
載
が
な
い
場

合
は
無
料
で
す
。

お
知
ら
せ

夏
休
み
子
ど
も
森
林

　
　
　
　
　

 

ふ
れ
あ
い
教
室

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
）

　
　

問
農
林
水
産
課
工
務
地
籍
係

　

☎
㉓
７
１
５
６

▼
内
容
・
参
加
費
　

【
竹
細
工
】
水
鉄
砲
５
０
０
円

【
木
工
】
ミ
ニ
椅
子
１
，
２
０
０
円

壁
掛
け
５
０
０
円

※
参
加
費
用
は
当
日
徴
収

※
工
具
類
は
貸
し
出
し
、
服
装

は
軽
装
で

▼
対
象　

小
学
生
　

▼
日
時
　

8
月
25
日
㈰
13
時
30

分
～
16
時
※
小
雨
決
行

▼
場
所
　
羅
漢
の
里
ふ
れ
あ
い

小
屋
周
辺

▼
定
員　

竹
細
工
は
５
人
、
木

工
は
10
人

▼
主
催
　
相
生
市
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ

▼
申
込
　

8
月
19
日
㈪
ま
で
に

農
林
水
産
課
へ

平
成
30
年
度

　
　

コ
ア
ラ
グ
ル
ー
プ
同
窓
会

～
パ
ン
作
り
＆
お
楽
し
み
会
～

　
　

問
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
８
３
１
３

▼
対
象
　
平
成
30
年
度
に
コ
ア

ラ
グ
ル
ー
プ
を
修
了
し
た
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　

8
月
30
日
㈮
10
時
～

13
時

▼
場
所
　
扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ

ー
ル
２
階
調
理
室
・
会
議
室

▼
申
込
　

8
月
16
日
㈮
～
23
日
㈮

ま
で
に
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

フ
ァ
ミ
サ
ポ
子
育
て
講
座

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
０
１
５
５

▼
内
容　

む
ら
せ
赤
ち
ゃ
ん
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
村む
ら
せ
ま
さ
の
り

瀬
真
紀
院

長
に
よ
る
講
演
「
こ
ど
も
の
風

邪
と
そ
の
周
辺  

最
近
の
話
題
」

▼
対
象
　
会
員
お
よ
び
子
育
て

に
関
心
の
あ
る
人
（
当
日
入
会

可
）
※
託
児
あ
り

▼
日
時
　

9
月
5
日
㈭
10
時
～

12
時  

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
４
階

４
０
１
研
修
室

▼
申
込
　

9
月
4
日
㈬
ま
で
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

身
体
障
害
者
移
動
巡
回
相
談

　
　

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
７
１
６
７

▼
日
時
　

9
月
8
日
㈰
9
時
30

分
～
12
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
陸
自
治
会
館

「気持ちよい　声の力で　みんな元気に」

あ
い
お
い
情
報
ラ
ウ
ン
ジ

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
３
の
募
集

問
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
㉓
７
１
３
３

　
市
と
理
化
学
研
究
所
の
連
携

協
定
事
業
と
し
て
、
市
内
小
学

生
を
対
象
と
し
た
サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み

科
学
研
究
の
ご
相
談
も
ど
う

ぞ
。

▼
日
時
　
８
月
21
日
㈬
14
時
～

16
時

▼
内
容　

Ｓ
Ｐ
｜
８
の
研
究
員

に
よ
る
科
学
の
ミ
ニ
講
座
お
よ

び
簡
単
な
実
験
な
ど

▼
対
象　

市
内
小
学
生

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
場
所
　
相
生
駅
南
口
駅
前

「
あ
い
お
い
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
」

▼
申
込
　
８
月
16
日
㈮
ま
で
に

地
域
振
興
課
へ

総合情報案内
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『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

相生市文化祭・美術展
作品募集 出演者（団体）募集

　　問生涯学習課　☎㉓ 7144

■美術展
▶募集部門　日本画、洋画、工芸、彫刻、デザイン、
　　　　　　書（漢字・漢字調和体）、書（仮名・
　　　　　　仮名調和体）、写真
▶応募資格　高校生以上
▶応募制限　書および写真は部門ごとに 1 人 1 点、
　　　　　　他の部門は 1 人 2 点まで
▶出品受付　10 月 12 日㈯ 13 時～ 16 時
▶会       期　  10 月 17 日㈭～ 20 日㈰ 9 時～ 17 時
 　　　　　    ※最終日は 15 時 40 分まで
★詳しくは、ＨＰ・募集要項をご覧ください。
     （扶桑電通なぎさホール・公民館などに設置）

■菊花展
▶応募規定　大菊花壇、懸崖菊、福助花壇
▶応募制限　各種目 1 単位
▶出品受付　10 月 22 日㈫ 10 時～ 17 時
▶会　　期　10 月 23 日㈬～ 11 月 11 日㈪
▶申　　込　相生盆栽菊花連合会　村尾☎㉒ 8733 へ

■邦楽演奏会
▶対　　象　琴の音教室（月 2 回・土曜日）に参加できる 人
▶日　　時　11 月 30 日㈯ 13 時 30 分～
▶申　　込　相生三曲協会　植木☎㉒ 5326 へ

■合唱祭
▶日　　時　11 月 17 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶申　　込　8 月 30 日㈮までに相生市合唱連盟
　　　　　　大髙☎㉒ 9933 へ
※申込時に、団体名・代表者名・連絡先が必要

■一日演奏会
▶内　　容　ジャンルを問わず、音のでるものの演奏会
　　　　　　※演奏時間は 15 分
▶日　　時　11 月 16 日㈯ 13 時 30 分～
▶申　　込　8 月 30 日㈮までに氏名・電話番号・参加楽器
　　　　　　を記入し、音楽協会　青木へ FAX ㉓ 3085 へ
★問い合わせは、9 時～ 12 時の間に相生市音楽協会
　青木☎㉓ 0297 へ

公民館名 日　時 行　事 定員 内　容

陸
☎㉒ 7803

9 月 4 日㈬・18 日㈬、
10 月 2 日㈬・16 日㈬
   9 時 30 分～ 11 時 30 分

タブレット教室
＜全 4 回＞ 10 人

タブレット・スマホの基本操作を学ぶ。機器は
貸出します。（アンドロイド）
教材使用料：1,000 円

陸
☎㉒ 7803

9 月 5 日㈭・19 日㈭、
10 月 3 日㈭・17 日㈭
11 月 7 日㈭・21 日㈭
 14 時 ～ 15 時 30 分

元気な体作り
～毎日を楽しく～

＜全 6 回＞
20 名 理学療法士によるお話、質問受付や運動をして、

健やかな体作りのお手伝いをする。

相生
☎㉒ 7153

9 月 4 日㈬・18 日㈬
  9 時 30 分～ 12 時

ビーズ教室
〈全２回〉 10 人 きれいなハーバリウムを作りましょう。

対象：大人、材料費：各 500 円

東部
☎㉒ 7804

9 月 7 日㈯・
  9 時 30 分～ 12 時

樹脂粘土ミニチュ
アづくり教室 20 人

樹脂粘土で小さくてかわいいタルトのキーホル
ダーをつくります。
対象：大人、材料費：350 円

　市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな講座を開催しています。
申込は 8 月 15 日㈭から各公民館へ。公民館だより

『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！

☎㉓ 7118扶桑電通なぎさホール

なぎさ寄席
■ 出演　桂 宗助、桂 ひろば、桂 りょうば
■ 日時　8 月 30 日㈮　19 時開演
■ 場所    小ホール
■ 料金   700 円

なぎさライブ
■ 出演　HEMOPA （アコースティックユニット）　 
　　　　大石　真（ソロシンガー）
■ 日時　8 月 17 日㈯　18 時 30 分開演
■ 場所    1 階ホワイエ

なぎさ de マルシェ

■ 日時　9 月 29 日㈰　9 時～ 13 時

―休館日情報―
8/13 ㈫・14 ㈬・20 ㈫・21 ㈬・27 ㈫・9/3 ㈫・10 ㈫

information
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ス
ポ
ー
ツ

　

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

秋
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ア

　
卓
球
・
あ
そ
ぼ
う
る
・
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
・
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
・
ア
ジ
ャ
タ
・
幼
児
用
遊

具
な
ど
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
小
学
生
以
下
と

と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　

9
月
14
日
㈯
9
時
30

分
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
市
民
体
育
館
競
技
場

▼
持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
実
施
期
間
　
９
月
か
ら
指
定

の
曜
日
20
回

教室名 曜日
( 開始日） 対象 内容 時間 参加費 定員

健康体操 毎週
月・木

（9月2日㈪）

一般女性
体力づくり

（道具を使った体操、
ストレッチなど）

10:00
～ 11:30

5,000
円

各
30 人

卓　　球 一般男女
初 心 者 を 中 心 と し
た 技 術 指 導 と 体 力
づくり

ソ フ ト バ レ ー
ボール（あそぼうる） 毎週

火・金
（9月3日㈫）

一般女性

バドミントン 一般男女

幼児体操 幼稚園
年長児

動 き づ く り と 体 力
づくり

15:00
～ 16:30

2,500
円 20 人

参
加
費
の
記
載
が
な
い
場

合
は
無
料
で
す
。

催
し
・
講
座

史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時
　

9
月
14
日
㈯
９
時
30

分
市
役
所
玄
関
前
集
合

▼
コ
ー
ス　

市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
シ
バ
ナ
群
落
→
東

有
年
・
沖
田
遺
跡
→
有
年
考
古

館
→
若
狭
野
古
墳
→
市
役
所

（
帰
着
予
定
12
時
30
分
）

※
移
動
は
バ
ス
　
※
雨
天
中
止

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
持
ち
物
　
水
筒

▼
申
込　

8
月
14
日
㈬
か
ら
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
（
電
話
受
付

は
休
館
日
を
除
く
9
時
30
分
～

15
時
30
分
）

各
実
施
場
所
は
3
階
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
。

お
は
な
し
会

▼
日
時
　
８
月
25
日
㈰
11
時
～

11
時
30
分

▼
内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

「
ジ
ル
ベ
ル
ト
と
か
ぜ
」、
お
は

な
し
「
雨
の
ち
晴
れ
」
ほ
か

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
８
月
31
日
㈯
11
時
～

11
時
30
分
（
申
込
不
要
）

▼
内
容
　「
ハ
レ
ル
ー
ヤ
♪
コ

ン
サ
ー
ト
」

人
形
劇（
み
っ
く
す
じ
ゅ
う
す
）

▼
日
時
　
９
月
8
日
㈰
11
時
～

11
時
30
分
（
申
込
不
要
）

　
　
　

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

図
書
館
通
信

▼
受
付
開
始
日　

８
月
26
日
㈪

※
受
付
開
始
日
の
８
時
30
分
に

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

（
幼
児
体
操
教
室
は
受
付
開
始

日
８
時
30
分
に
定
員
を
超
え
た

場
合
初
め
て
の
人
を
優
先
）

▼
申
込　

申
込
用
紙
に
参
加
費

を
添
え
て
体
育
館
へ

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座
中
級

　
　
問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

▼
内
容　

市
内
の
学
校
な
ど

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
人
に
実
技
指
導
、

助
言
　
※
参
加
者
に
は
実
際
に

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
す
。

犬
と
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
も
う
！

▼
日
時
　
８
月
20
日
㈫
10
時
～

11
時
15
分

▼
内
容
　
犬
へ
の
読
み
聞
か
せ

体
験

▼
定
員
　
小
学
生
以
上
の
子
ど

も
（
保
護
者
同
伴
可
）
６
組

▼
申
込
　
８
月
14
日
㈬
か
ら
図

書
館
へ
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
第
１
回
9
月
11
日
㈬

第
２
回
11
月
20
日
㈬

い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12
時

▼
定
員
　
先
着
15
人

▼
講
師　

上う
え
だ田
由ゆ

み

こ
美
子
氏

（
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
千
里
子
ど
も

図
書
室
代
表
・
翻
訳
家
）

▼
場
所
　
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

※
申
込
は
図
書
館
へ

▼
内
容
　「
ひ
よ
こ
と
ね
こ
」

広 

告
たつの 障害年金  相談センター

所長　社労士　山本日出男
相談無料　対象年齢（20 ～ 64 歳）
まず☎ください　0791-72-8165

受付時間　月～金　9 ～ 17 時
場所　山本社会保険労務士事務所
　　　　又は相生市内
龍野町片山 110-2　
 たつの障害年金 / 検索

 

　65 才以上 ( 昭和 30 年 3 月 31 日以前生まれ）の人は９月の敬老
月間中、ペーロン温泉に 1 回 400 円で何度でも入浴できます。支払
の際に、身分証（運転免許証、健康保険証など）の提示が必要です。
■利用期間　9 月の温泉営業日　※ポイントはつきません。
　　　　　　（火曜日休業、祝日は翌日休業）
■営業時間　10 時 30 分～ 22 時（最終受付 21 時 30 分）

問道の駅あいおい白龍城　☎㉓ 5995

ペーロン温泉敬老月間入浴割引

総合情報案内
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令和２年度 正規市職員を募集します！

職種・採用予定人数 学　歴 受　験　資　格 1 次試験科目

土木技術職Ａ
( 社会人経験者 )

１名程度

大学卒
短大卒
高校卒

昭和 54 年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１日
における満年齢が 40 歳までの人）で、学校教育法による
高等学校以上の学校において土木技術の専門課程を修め、
同学校を卒業し、民間企業などで土木の職に関する職務経
験が通算して３年以上ある人

論文試験、適性
検査、集団面接

教養試験、専門
試験、論文試験、
適性検査、集団
面接

土木技術職Ｂ
２名程度

大学卒
短大卒
高校卒

平成元年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１日に
おける満年齢が 30 歳までの人）で、学校教育法による高
等学校以上の学校において土木技術の専門課程を修め、同
学校を卒業した人または令和２年３月に卒業見込みの人

学校用務員
３名程度

昭和 35 年 4 月 2 日以降に生まれた人（令和２年 4 月 1 日
における満年齢が 59 歳までの人）で、健康状態が良好な
人

教養試験、適性
検査

■受験手続・受付期間
　 ８月１３日㈫～８月３０日㈮　8 時 30 分～ 17 時 15 分（土・日曜日を除く）　※郵送での申込は、８月 2 ３日㈮必着
■第１次試験日・場所
　◆筆記試験　９月２２日㈰　　　　  相生市立総合福祉会館　
　◆集団面接　９月２３日（月・祝）　　　　相生市立総合福祉会館
■募集案内配布および受付・問い合わせ先
　◆土木技術職…総務課職員係（１号館 2 階）☎㉓ 7126
　◆学校用務員…教育委員会管理課（相生地方合同庁舎 2 階）☎㉓ 7142

求人情報

受験を希望される人は、8 月 13 日㈫から 8 月 30 日㈮までに必要書類を提出してください（土・
日曜日は除く）。
申込手続（提出書類）や受験資格など、詳しくは相生市ホームページまたは下記問い合わせ先へ。

姫路年金事務所「年金相談」
問姫路年金事務所　☎ 079-224-6382
予約専用　☎ 079-224-6362
　月曜日（8 時 30 分～ 19 時）、火～金曜日

（8 時 30 分～ 17 時 15 分）と第 2 土曜日（9 時
30 分～ 16 時）に年金相談窓口を開設してい
ます。電話予約のうえ、年金手帳と印鑑を持
参しお越しください。　

年金出張相談（要予約）
問姫路年金事務所　☎ 079-224-6382

■ 日時　9 月 5 日㈭　10 時～ 15 時
■ 定員　16 人
■ 受付期間　8 月 5 日㈪～ 9 月 4 日㈬
　 8 時 30 分～ 17 時 15 分（土日祝日は除く）
■ 場所　相生市文化会館　会議室３
■ 持ち物　本人確認ができるもの（年金手帳など）
※代理人の場合は本人の委任状と受任者の本人確認が
できるものが必要

幼稚園教諭（臨時職員）
問教育委員会管理課　☎㉓ 7142

■業務内容　市立幼稚園で学級担任
■応募資格　幼稚園教諭免許を有する（年齢不問）
■勤務時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分
■休　　日　土・日曜、祝日（行事により休日出勤あり）
■賃　　金　日給 8,360 円（保険加入・手当などあり）
■試　　験　面接（日程は後日連絡）
■申　　込　履歴書（写真貼付）、幼稚園教諭免許の写しを
　8 月 23 日㈮までに管理課 ( 相生地方合同庁舎２階 )  へ提出 
※詳細はホームページまたは管理課まで

広 

告

information
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今月の紹介

問長寿福祉室　☎㉒ 7124
生活支援コーディネーター便り

　 　　 オレンジサロン
「介護支援あい～彩りの時間」

■　開催日時　第２金曜日　
　　10 時～ 12 時、13 時 30 分～ 15 時 30 分
■　開催場所　介護支援あい（那波大浜町 7-3）

入浴料 ５５０円 入浴料 ５５０円

2019.10.152019.10.15

広
報
あ
い
お
い

 

有
料
広
告
を
募
集
！

問
企
画
広
報
課
秘
書
広
報
係

☎
㉓
７
１
２
３

休日診療当番医（在宅当番医制）

8 月

15 日㈭ 魚橋病院 ☎㉘ 1395
16 日㈮ 栗尾整形外科 ☎㉓ 6666
18 日㈰ ＩＨＩ播磨病院 ☎㉓ 0380
25 日㈰ しんりゅうクリニック ☎� 6287

9 月
1 日㈰ きょう整形外科医院 ☎㉒ 7000
8 日㈰ 魚橋病院 ☎㉘ 1395

( 注 )  9 時から 17 時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

8 月
11 ～ 20 日 赤松設備工業㈱ ☎㉓ 4121
21 ～ 31 日 三業㈱ ☎㉒ 5129

9 月
1 ～ 10 日 ㈲小林水道工業所 ☎㉒ 0734

11 ～ 20 日 テラモトコンスト
ラクション㈱

昼☎㉔ 0066
夜☎ 080-2536-8027

広 
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ハローワーク相生の就職支援メニュー紹介
　失業中の人、在職中の人を問わず、より良い仕事探し
のための無料のサービスをご用意しています。お気軽に
ご相談ください。
◆求人情報の検索・閲覧（条件を設定し検索・印刷が可能）
◆職業相談・紹介（就職に向けて様々な相談に応じています）
◆ 就職支援セミナー（採用を勝ち取る応募書類の作成方

法・面接の指導など再就職に役立つセミナーを実施し
ています）

◆ 職業訓練（スキルアップのための職業訓練の相談・申
込み）

問ハローワークあいおい 職業相談部門　☎ 22-0920

オレンジサロンは、地域の人が誰でも気軽に立
ち寄れるつどいの場所です。この日は、認知症
サポーター養成講座が開催され、トライやる・
ウィーク中の那波中学校の生徒の皆さんと地域
の人が受講し、認知症の症状や、対応方法に
ついて理解を深めました。「彩りの時間」では、
地域の人がリフレッシュしたり、笑顔になれる
行事を実施していますので、皆さんも “ ほっと ”
一息つきに参加してみてはいかがですか。

お詫びと訂正
広報あいおい６月号掲載（Ｐ 11）、７月号掲載（Ｐ 14）
に誤りがありましたので、お詫びし訂正いたします。
６月号（P11）子宮がん検診実施医療機関
　〈正〉赤穂市民病院※要予約（☎ 43-3222）
　〈誤〉※予約不要
７月号（P14）「相生っ子学び塾」ボランティア講師　①珠算科目
　〈正〉日程　7 月～ 2 月の月 3 回程度
　〈誤〉日程　7 月～ 2 月の週 3 回程度

おくやみ ご冥福をお祈りします

死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所

6/1 山
やまはら

原　緑
みどり

89 矢野町榊
6/27 村

むら い

井　虎
とらお

男 73 青葉台
7/1 利

と ね

根　美
みつる

鶴 81 川原町
7/3 大

おおかべ

壁　和
かず み

美 90 若狭野町野々
7/4 湯

ゆぐ ち

口　博
ひろし

86 垣内町
7/6 内

うつ み

海　節
せつこ

子 90 旭４丁目
7/10 笠

かさはら

原　一
かず こ

子 96 若狭野町野々
7/17 野

のぐ ち

口　松
まつじろう

次郎 76 山手１丁目
7/22 武

むと う

藤　嘉
か よ こ

代子 72 那波野
7/24 村

むらまつ

松　節
せつ こ

子 100 旭 5丁目
7/26 増

ます だ

田　綾
あやこ

子 82 佐方 2丁目

総合情報案内
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相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 8 月 21 日㈬
13:30 ～ 15:00

総合
福祉会館

　総務課　
☎㉓ 7126

弁護士による消費生活
相談

8 月 22 日㈭
  9:30 ～ 11:30 市役所

3 号館
消費生活センター

☎㉓ 7149消費生活相談 毎週月～金曜日
  9:00 ～ 16:00

女性のための相談室 9 月　3 日㈫
13:30 ～ 16:30

市役所
3 号館

地域振興課
☎㉓ 7130

ひめじ若者サポートス
テーション

8 月 19 日㈪
10:00 ～ 13:00

総合
福祉会館

地域振興課
☎㉓ 7133

知的障害者相談 8 月 22 日㈭
  9:30 ～ 12:00

総合
福祉会館

社会福祉課
☎㉒ 7167身体障害者相談 9 月　1 日㈰

10:00 ～ 12:00

精神障害者相談 9 月　7 日㈯
13:30 ～ 15:30

教育相談
「相生サテライト」

8 月 26 日㈪
9 月　9 日㈪

総合
福祉会館

赤穂特別支援
学校☎㊸ 9266

もの忘れ相談 8 月 23 日㈮
13:30 ～ 15:30

総合
福祉会館

地域包括支援
センター☎㉓ 7260

弁護士による法律相談 8 月 17 日㈯
9 月　7 日㈯
  9:00 ～ 12:00 総合

福祉会館
社会福祉協議会

☎㉓ 2666
ふれあい心配事相談 9 月　9 日㈪

13:30 ～ 16:00

農地相談 9 月 10 日㈫
13:30 ～ 15:30

農業委員会
☎㉓ 7140

あいおいっ子悩み相談 9 月 13 日㈮
13:00 ～ 16:00

少年育成センター
☎㉓ 5070

　※電話での相談は
毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00教育相談 毎週 ㈫・㈭

13:00 ～ 16:00

こころのケア相談 9 月 2 日㈪
14:00 ～ 15:00

赤穂健康福祉事務所
☎㊸ 2321エイズ・肝炎相談

8 月 20 日㈫
9 月　3 日㈫
13:20 ～ 15:00

栄養相談 9 月 13 日㈮
  9:30 ～ 11:30

司法書士による法律相
談

9 月　3 日㈫
13:00 ～ 16:00

商工会議所
☎㉒ 1234

労務・社会保険・助成
金相談

9 月 12 日㈭
13:00 ～ 16:00

融資相談 　　　　 9 月　6 日㈮
13:00 ～ 16:00

新規創業相談 9 月　6 日㈮
13:00 ～ 16:00

就活セミナー 8 月 15 日㈭
14:00 ～ 16:00

ハローワーク相生
☎㉒ 0920

予：要予約く ら し の 相 談

市税などの納期限
問徴収対策室　☎㉓ 7152

納期限：9 月 2 日㈪

◆市県民税（2 期）
◆国民健康保険税（2 期）
◆後期高齢者医療保険料（2 期）
◆介護保険料（3 期）

※国保税を口座振替で納付していた人で、　
　新たに後期高齢者医療保険の対象（75 歳）
　となった人は、再度、申し込みが必要です。
※口座振替の人は、残高確認を！

広 
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問子育て世代包括支援センター　☎㉒ 7156

乳幼児健診

※詳しくは、市民カレンダー 27 ページを
　ご覧ください

◆ 2 歳児歯科健康診査
　　 （H28 年 12 月・Ｈ 29 年 1・2 月生）
　8 月 20 日㈫ 13:15 ～ 14:15 受付
◆ 3 歳児健康診査 （H28 年 1・2 月生）
　8 月 29 日㈭ 13:00 ～ 14:00 受付
◆ 10 カ月児相談 （H30 年 10・11 月生）
　9 月 3 日㈫ 9:00 ～ 10:00 受付

　矢野町の特産品「矢野メロ
ン」の取材に行きました。ビ
ニールハウスの中は暑く、そ

の中で 1 日作業をするという過酷な環境
に驚きました。試食でいただいたメロン
は割れがあり商品にならないものだそう
ですが、とても甘く私の喉を潤してくれ
ました。生産者さんの苦労と愛情がつま
った美味しいメロンに感謝しました。

編 集
後 記

交番 ( 駐在 ) 別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 19 0 23
那 波 野 11 0 12
中 央 通 13 0 14
丘 の 台 16 0 19
若 狭 野 6 1 11
矢 野 3 0 3

合計 68 1 82

人身交通事故発生件数（6 月末累計）
問相生警察署　☎㉒ 0110

information

15 2019.8広報



広
報
あ
い
お
い

☎
0
7

9
1
�

7
1

2
3
　

FA
X

0
7
9

1
�

7
1
6

1
　

E
メ

ー
ル

: ko
h

o
@

c
ity.a

io
i.lg

.jp
H

P
ア

ド
レ

ス
 : h

ttp
://w

w
w

.c
ity.a

io
i.lg

.jp
/

発
行

/相
生

市
企

画
広

報
課

秘
書

広
報

係
〒

6
7

8
-8

5
8

5
　

兵
庫

県
相

生
市

旭
一

丁
目

1
番

3
号

携
帯

電
話

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

2019

8

　　

●広報あいおいは再生紙を使用しています。

概ね 3 歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、
保護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれか
の方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

市の人口・世帯数
＜令和元年 6 月末現在＞

　　　　　　　　　（　）は先月比

●世帯数　13,321 世帯 (-9）
●人　口　29,455 人 (-42)　
　　  男　14,220 人 (-34)
　　  女　15,235 人 (-8)

　出生 15 人　   死亡 28 人
　転入 64 人　   転出 93 人

　

『フルリーナと山の鳥』
おすすめの児童書

　　　　　　ゼリーナ・ヘンツ／作

みんなを笑顔にする看護師！！

　濱
は ま だ

田　裕
ゆ う が

雅さん　( 相生小 6年 )

りつくん（Ｈ 30.1.31 生）

小
こ も り

森さん（大石町）
いつもニコニコ笑顔の律くん☆これから
も元気にすくすく育ってね♡

まこちゃん（Ｈ 30.3.13 生）

濵
は ま だ

田さん（双葉２丁目）
元気で優しい女の子になってね☆

お兄ちゃんと仲良くね☆

あいおいえんじぇるず

  夏のある日、アルプスにすむ少女フルリーナは、山
でキツネにおそわれていた鳥のひなを助けます。い
つも側において大切に育てたフルリーナでしたが、
その鳥を心配するあまり小屋に閉じ込めて世話をす
るようになり・・。子どもの愛着と別れの痛みをス
イスの美しい風景にのせて爽やかに描きます。

My Dream
 　僕の将来の夢は、看護師になることです。なぜ、看護師にな
りたいかというと、たくさんの人を笑顔にしたいからです。ま
た、両親も看護師で、自分もなりたいと思ったからです。　　
　看護師になったら、「はやく、元気になりましょうね。」「リ
ハビリ頑張りましょうね。」と声をかけてあげたいと思います。
　そのために、たてわり班活動では下級生の手本となる行動を
とったり、優しい声をかけることができるように頑張ったりし
ています。下級生が、笑顔になったり、笑ってくれたりすると
ぼくも嬉しくなります。
　将来の夢を叶えるために、学校の学習やニュースを見てたく
さんの知識を得ることをがんばりたいです。
　看護師になるために、これからも努力をしていきたいと思い
ます。
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